



古 城 庸 夫*
は じ め に
平成 28年 (2016年) 第 31回夏季オリンピッ
ク大会の招致に向けて, 東京都オリンピック招致
委員会は立候補を表明し, 平成 21年 (2009年) 2






















東京オリンピックと呼ばれる大会は, 昭和 39年 (1964年) に開催された第 18回東京オリンピック大会が知
られているが, 実は (幻の東京オリンピック) と呼ばれる東京オリンピック大会があった｡ この大会は昭和 15
年 (1940年) に開催が決定していながら, 戦局の悪化で大会開催を返上した大会であった｡
明治 42年 (1909年) 推薦を受けてアジア初の国際オリンピック委員に就任した嘉納治五郎は, 明治 44年
(1911年) 大日本体育協会を設立し, 翌年の明治 45年 (1910年) に開かれた第 5回ストックホルムオリンピッ
ク大会に選手を引率して出場を果たした｡ しかし日本はそれ以降, 多くの戦争へと突入していく｡ このような当
時の世情の中で, なぜ日本は東京オリンピック大会の招致に成功したのかはこれまであまり知られてこなかった
と思われる｡
また平成 21年 (2009年) 東京都は, 平成 28年 (2016年) 第 31回夏季オリンピック大会の招致を目指して立
















明治維新を成功させた日本は, 明治 28 年
(1895年) の日清戦争で勝利したことにより, 朝
鮮半島から清国の影響力を無力化すると, 台湾を
領有し, 明治 38年 (1905年) には, 日露戦争の
勝利によって朝鮮半島を完全に占領した｡





















ピック大会, 明治 29年 1896年) を創立したと言
われている｡
2. 西園寺公望と若槻禮次郎






















その後, 大蔵大臣, 内務大臣を務め, 大正 15年
(1926年) 第一次若槻内閣, 昭和 5年 (1930年)
ロンドン軍縮会議では首席全権として条約を締結







慶応 2年 (1866年) 2月 5日島根県松江市雑賀
町に下級藩士の次男として生まれた若槻と, 慶応




















44年 4月 7日) により (源) であることも判明
した｡ このような重縁関係から, 以下に述べるよ
うに両名の上京後, 東京に呼び寄せられて暮らし






















そして明治 42年 (1909年), 駐日フランス大




治 37年 (1904年) 第 3回セントルイスオリンピッ










































また明治 33年 (1900年) 新渡戸稲造が著した
BUSHIDO: THE SOUL OF JAPANにより世界
中に武士道ブームが起こっていたということを併
せ, 明治 34年 (1901年) 三たび高等師範学校の
校長として就任すると, 談話部会と運動部会から
なる校友会を組織し, 柔道部, 撃剣及び銃槍部,
弓技部, 器械体操部, ローンテニス部, フートボー































一 (日本資本主義の父), 岩崎小弥太 (三菱財閥 4
代目総帥), 古河虎之助 (古河財閥 3代目当主)
や岸清一 (日本漕艇協会初代会長, 大日本体育協
会第二代会長, 二人目の IOC委員, 協会の赤字
解消をたびたび助けた) 平沼亮三 (日本市民スポー
























期を残して大正 11年 (1922年) 大阪高等商業学
校に去って行った｡ また当初岸を副会長に推薦し
ようとしたが極東大会問題の解決を図るために大






明治 45年 (1912年) 明治天皇の崩御に続いて
大正 3年 (1914年) 皇后が亡くなると, 遺徳を
しのんだ国民から夫妻を祭る神社の建設を求める






るを得なかったが, 大正 13年 (1925年) にストッ
クホルムオリンピックのスタジアムを模して一周


































図 1 第一回明治神宮運動競技大会 明治神宮外苑競技場 大正 13年 (1924年)
を務めた経験もある, 駐フランス大使館で参事官




ドストローム (Johannes Sigfrid Edstrom, 後

























































































図 3 アンバサダーホテル 晩餐会 昭和 7年 (1932年)
西園寺ら平和主義者の協力を得てロンドン軍縮条
約を締結させたライオン宰相こと第 27代総理大
臣, 浜口雄幸は昭和 5年 (1930年) 過激的軍備
増強派に東京駅で腹部を銃撃され重症を負い, 昭




























9. ま と め
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